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第12回国際海藻会議 (TheXIIth International Seaweed Symposium)案内

第12回国際海藻会議が明年 (61年) 7 -8月サンパウロ大学にて開催されます。その概要は次の通りです。

会期:1986年7月27日-8月1日

会 場:ブラジル国サンパウロ市サγパウロ大学

テ ー マ:変転する世界における海藻利用の新しい発展

講 演(研究発表):全体講演，招待講演(ミニシンポジウム)，一般講演，展示講演など。一般講演は応

用藻類学に関するもので，特に (1)有用藻類の生物学，分顔学，生理学，生態学，遺伝学 (2)藻

類及び藻類成分の化学， 生化学 (3)商業用藻類とその製品の生産，利用，加工などが主な対象分

野である。

公式使用語:英語

講演要旨:所定の用紙を使って1986年2月28日までに会議事務局へ提出:ずる。

会議録 (Proceedings) 発表論文は審査を受けてから掲載。原稿の作り方は 3rdCircularで案内。

参加費(ホテル一会場開の運賃，開会カクテル，晩餐会，会議録の経費を含む): 

1986年 l月31日まで(参加者)160 U Sドル， (同伴者)10 U Sドル.

2月 l日以後(参加者)210 U Sドル， (同伴者)10 U Sドル.

エクスカーション:会期前後に9つのエタスカーションが企画されている。

締切 日:講演要旨提出 1986年2月28日;参加申込及び送金 1月31日;参加申込及び送金(割増料金)

5月1日;ホテル予約 5月1日;会議録用原稿提出 7月27日.

会議事務局アドレス:Secretariat， XIIth International Seaweed Symposium， Especifica S;C Ltda.， Caixa 

Postal 51.502， 01414 Sao Paulo SP， Brasil. 

申込用紙その他の案内をご希望の方は下記にご連絡ください。コピーをお送りします。

108東京都港区港南 4-5-7 東京水産大学有賀祐勝
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退会

川端清策(北海道).広瀬弘幸(兵庫県).岡図書ー(長崎県). j. WOESSNER (Philippines). E. M. WOLLASTON 

(Australia) . 




